
八
章
　
高
齢
社
会
に
お
け
る
世
帯
の
地
域
性
と
高
齢
者
扶
養

村
山
　
　
聡

山
根
　
弘
子

　
一
般
的
に
、
日
本
の
家
族
の
特
徴
は
、
世
代
の
異
な
る
二
組
の
核
家
族
が
親
子
関
係
で
連
結
し
た
「
直
系
家

族
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
高
齢
者
は
三
世
代
同
居
と
い
う
形
で
子
や
孫
な
ど
に
よ
っ
て
扶
養
さ
れ
て
き
た
と
い
わ

れ
る
。
し
か
し
、
脱
農
業
化
な
ど
の
産
業
構
造
の
変
化
、
都
市
化
の
進
展
や
過
疎
地
域
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
三
世

代
同
居
が
難
し
く
な
り
、
特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、
住
宅
事
情
や
仕
事
の
関
係
な
ど
に
よ
り
核
家
族
の
形
態
を

と
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
家
族
が
増
え
た
と
考
え
や
す
い
。
確
か
に
日
本
全
体
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
傾

向
に
あ
る
が
、
県
単
位
や
市
町
村
単
位
な
ど
さ
ら
に
規
模
の
小
さ
な
単
位
の
地
域
で
観
察
す
る
と
違
っ
た
様
子
が

見
え
て
く
る
。

　
一
。
核
家
族
世
帯
率
の
分
布

　
図
８
－
Ｉ
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
を
も
と
に
市
町
村
の
住
民
人
口
規
模
と
核
家
族
世
帯
率
と
の

関
係
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
核
家
族
世
帯
率
と
は
、
全
世
帯
を
母
数
と
し
て
核
家
族
世
帯
数
の
比
率
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
務
省
統
計
局
で
は
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
、
夫
婦
と
子
ど
も
か
ら
成
る
世
帯
、
男
親
と
子

卯
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ど
も
か
ら
成
る
世
帯
、
女
親
と
子
ど
も
か
ら
成
る
世
帯
を
核
家
族
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
直
系

家
族
制
」
志
向
の
強
い
地
域
と
し
て
山
形
県
、
「
夫
婦
家
族
制
」
志
向
の
強
い
地
域
と
し
て
鹿
児
島
県
、
ま
た
、

比
較
の
た
め
中
間
地
域
と
し
て
鳥
取
県
、
香
川
県
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
。
図
８
－
１
か
ら
、
山
形
県
の
核
家
族

世
帯
率
が
他
県
に
比
べ
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
核
家
族
世
帯
比
率
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
直
系
家
族
制
」
志

向
の
強
い
こ
と
を
意
昧
し
、
鹿
児
島
県
の
よ
う
に
核
家
族
世
帯
率
が
高
い
こ
と
は
、
「
夫
婦
家
族
制
」
志
向
の
強

い
こ
と
を
意
昧
す
る
。
図
８
－
２
は
、
同
じ
く
核
家
族
世
帯
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
８
－
Ｉ
で
は
分
布

の
様
子
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
人
ロ
ー
万
八
千
人
規
模
ま
で
の
市
町
村
に
お
け
る
核
家
族
世
帯
率
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
核
家
族
世
帯
率
に
お
い
て
、
山
形
県
で
は
人
口
規
模
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
他
県
よ
り

低
い
数
値
を
示
し
、
鹿
児
島
県
で
は
人
口
規
模
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
様
子
が
み
ら
れ
ず
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
他
県

よ
り
高
い
数
値
を
示
し
た
。
詳
細
は
省
略
す
る
が
高
齢
夫
婦
世
帯
率
、
高
齢
単
身
世
帯
率
に
お
い
て
は
、
山
形
県

で
は
人
口
規
模
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
一
定
に
低
い
数
値
を
示
し
、
鹿
児
島
県
で
は
相
対
的
に
高
い
数

値
を
示
す
も
の
の
地
域
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
、
人
口
の
少
な
い
地
域
に
比
べ
、
多
い
地
域
で
中
間
地
域
と
同
様

の
低
い
数
値
を
示
す
傾
向
も
確
認
で
き
た
。

　
「
直
系
家
族
制
」
が
支
配
的
な
地
域
で
は
、
三
世
代
同
居
は
ど
の
よ
う
な
人
口
学
的
条
件
や
社
会
文
化
的
あ
る

い
は
経
済
的
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
夫
婦
家
族
制
」
が
支
配
的
あ
る
と
言
わ
れ

る
地
域
で
は
、
ど
の
よ
う
に
高
齢
者
を
扶
養
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
す
で
に
調
査
さ
れ
て
い
る
山
形

7卯

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



第ハ章　高齢社会における世帯の地域性,と高齢者扶養
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県
と
鹿
児
島
県
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
、
紹
介
す
る
事
例
は
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
両
県
に
し
か
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
は
な
く
、
ど
の
地
域
に
も
、
観
察
で
き

る
モ
デ
ル
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
形
態
が
存
在
し
て
い
る
比
率
が
各
地
域
で
異
な
る
。
つ
ま
り
、
香
川
県
に
お

い
て
も
、
両
者
の
モ
デ
ル
に
近
い
世
帯
構
成
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
二
。
直
系
家
族
志
向
の
山
形
県
旧
黒
川
村
宝
谷
モ
デ
ル

　
昭
和
五
八
年
に
総
務
庁
老
人
対
策
室
は
「
家
庭
生
活
に
お
け
る
老
人
の
地
位
と
役
割
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施

し
て
い
る
。
清
水
浩
昭
は
、
こ
の
調
査
資
料
に
基
づ
い
て
三
世
代
世
帯
の
形
成
過
程
と
世
代
間
関
係
に
つ
い
て
分

析
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
に
お
け
る
三
世
代
世
帯
は
「
生
涯
型
同
居
」
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る

が
、
「
途
中
同
居
」
も
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
途
中
同
居
」
の
理
由
を
見
る

と
、
「
子
移
住
同
居
」
は
、
「
子
ど
も
の
希
望
」
、
「
家
又
は
家
業
の
継
承
」
に
よ
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
て
、
「
親

4
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I
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.
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J
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s
y
.
s
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n
i
z

.
s

移
住
型
同
居
」
は
「
子
ど
も
の
希
望
」
、
「

一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
」
、
「
家
事
や
孫
の
面
倒
を
見
る
人
が
必
要
と

な
っ
た
」
、
「
体
が
弱
く
な
っ
た
」
と
の
理
由
が
見
ら
れ
、
後
者
は
、
「
引
き
取
ら
れ
同
居
」
で
、
し
か
も
娘
夫
婦

世
帯
と
の
同
居
が
比
較
的
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
清
水
は
、
日
本
の
家
族
は
、
「
老
人
夫
婦
の
み
の
世
帯
」
あ
る
い
は
、
「
老
人
の
単
独

世
帯
」
の
場
合
も
、
「
途
中
同
居
」
と
い
う
過
程
を
経
て
三
世
代
世
帯
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
日
本
の
「
直

系
家
族
制
」
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
維
持
・
存
続
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
「
直
系
家
族
制
」
の
原
理
の
存
在
が
、

拙?
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第ハ章　高齢社､会における世･帯の地域性と高齢者扶養

こ
の
よ
う
な
世
帯
形
成
を
促
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
清
水
、
一
九
九
二
年
、
八
九
頁
）
。

　
そ
れ
で
は
、
直
系
家
族
世
帯
の
割
合
が
高
く
、
核
家
族
世
帯
の
割
合
が
低
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
る
山

形
県
で
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
「
直
系
家
族
制
」
が
維
持
・
存
続
し
て
き
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

藤
井
廣
美
は
山
形
県
の
家
族
を
分
析
し
、
山
形
県
の
高
直
系
家
族
率
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
の
か
、
家
族
・
経
済
・
社
会
移
動
・
福
祉
の
各
状
況
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。

　
一
九
九
〇
年
の
家
族
状
況
で
は
、
山
形
県
の
家
族
の
特
徴
で
あ
る
三
世
代
世
帯
率
が
三
丁
六
パ
ー
セ
ン
ト
で

全
国
平
均
が
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
四
七
都
道
府
県
で
最
も
高
い
。
六
五
歳
以
上
の
親
族
の
い
る
世

帯
割
合
（
対
普
通
世
帯
総
数
）
も
、
全
国
平
均
二
七
・
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
四
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
最

も
高
い
。

　
同
じ
く
一
九
九
〇
年
の
統
計
に
よ
る
社
会
移
動
状
況
で
は
、
山
形
県
の
就
業
移
勤
率
（
転
職
者
数
十
離
職
者

数
十
新
規
就
業
者
数
／
一
五
歳
以
上
人
口
）
が
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
四
七
都
道
府
県
中
最
も
少
な
く
、
全
国
は

九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
離
職
率
、
転
人
・
転
出
率
、
昼
間
流
入
・
流
出
率
・
離
婚
率
、
遠
距
離
通
勤
者

比
率
も
全
国
平
均
に
比
べ
て
低
い
こ
と
な
ど
を
示
し
、
社
会
的
移
動
性
の
少
な
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
経
済
状
況
で
は
、
夫
婦
共
働
き
世
帯
率
も
、
全
国
平
均
四
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
六
六
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、
実
労
働
時
間
数
（
月
間
、
女
）
に
お
い
て
も
、
全
国
平
均
が
百
八
十
六
時
間
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
百
九
十
四
時
間
と
最
も
長
い
。
ま
た
第
二
次
産
業
就
業
者
比
率
（
対
就
業
者
総
数
）
は
、
全

国
平
均
五
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
四
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
二
番
目
に
少
な
く
、
農
業
世
帯
割
合
が

j昭
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十
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
三
位
で
あ
る
。
農
業
世
帯
割
合
の
全
国
平
均
は
六
・
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

一
九
九
二
年
の
数
値
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
統
計
上
の
特
徴
に
基
づ
い
て
、
藤
井
は
、
女
性
の
就
労
率
が
高
い
こ

と
、
経
済
基
準
で
あ
る
就
業
構
造
で
は
農
家
世
帯
割
合
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
状
況
で
は
、
児
童
福
祉
費
割
合
（
対
歳
出
決
算
額
、
県
財
政
）
が
丁
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
四
四
位

で
あ
る
。
全
国
平
均
は
、
一
九
九
三
年
の
数
値
で
丁
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
老
人
福
祉
費
割
合
（
対
歳
出

決
算
額
、
県
財
政
）
は
丁
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
四
七
都
道
府
県
中
最
も
少
な
い
。
全
国
平
均
は
丁
九
三
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。
敦
育
費
割
合
（
対
歳
出
決
算
額
、
県
財
政
）
に
お
い
て
も
、
全
国
平
均
の
二
二
・
九
九
パ
ー
セ
ン

ト
に
対
し
て
、
二
〇
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
四
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
面
で
も
、
一
般
病
院
数
（
可

住
地
面
積
百
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
）
が
、
丁
九
施
設
と
最
も
少
な
い
。
全
国
平
均
は
七
こ
二
施
設
で
あ

る
。
相
対
的
に
み
て
社
会
福
祉
状
況
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
少
し
古
い
数
値
で
あ
る
が
、
当
時
の
統
計
を
分
析
し
た
結
果
、
藤
井
は
、
山
形
県
全
体
と
し

て
は
、
社
会
的
移
動
性
が
少
な
く
、
経
済
状
況
が
低
く
、
社
会
福
祉
状
況
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上

で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
が
直
系
家
族
志
向
の
意
識
変
化
を
抑
制
し
、
持
続
・
再
生
産
さ
せ
る
こ
と
に
大
き

く
貢
獣
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
社
会
的
移
動
性
の
少
な
さ
は
、
直
系
家
族
志
向
の
意
識
の
変
化
の
抑
制
、
持
続

さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
、
経
済
状
況
の
低
さ
か
ら
、
親
世
代
と
子
世
代
の
世
帯
分
離
を
困
難
に
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
共
働
き
率
が
高
く
、
女
性
の
就
労
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
を
親
世
代
あ
る
い
は
祖
父
母
世
代
が
担

わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
三
世
代
同
居
率
を
高
め
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
社
会
福
祉
状
況
が
整
っ
て
い
な
い

7碍
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第ハ章　高齢社会における世帯の地域性､と高齢者扶養

こ
と
は
、
子
ど
も
の
養
育
や
高
齢
者
の
扶
養
を
家
族
内
で
担
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
藤
井
（
一
九
九
七
年
、
コ
ー
九
頁
）
は
地
域
的
に
、
山
形
県
内
で
最
も
直
系
家
族
率
の
高
い
櫛
引
町

さ
ら
に
櫛
引
町
の
中
で
も
三
世
代
同
居
率
の
高
い
旧
黒
川
村
内
の
宝
谷
地
区
を
中
心
に
詳
し
く
分
析
し
て

い
る
。

山
形
県
全
体
に
見
ら
れ
る
家
族
、
社
会
移
動
、
経
済
、
福
祉
状
況
の
特
徴
は
櫛
引
町
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
。
特

に
、
櫛
引
町
の
経
済
基
盤
と
な
る
生
業
構
造
で
は
、
複
合
農
業
経
営
が
中
心
で
あ
る
。

　
藤
井
は
、
「
複
合
経
営
は
、
高
齢
者
の
参
加
機
会
を
増
や
し
、
家
族
全
員
が
経
営
に
関
わ
る
こ
と
を
可
能
」
に

し
、
「
特
に
、
高
齢
者
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
い
世
代
で
の
兼
業
化
を
容
易
に
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
各
年
齢
層
の
就
業
率
が
高
ま
り
、
家
族
内
で
の
三
世
代
同
居
を
可
能
に
し
、
直

系
家
族
志
向
を
強
め
る
作
用
を
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
三
世
代
同
居
の
比
率
の
高
さ
は
、
こ
の
山
形
県
旧
黒
川
村
宝
谷
モ
デ
ル
で
は
、
経
済
状
況
の
劣
悪
さ

と
複
合
農
業
経
営
が
原
因
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
議
論
は
、
直
系
家
族
規
範
あ
る
い
は
直
系
家
族
志

向
の
存
在
を
そ
の
前
提
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
上
記
の
二
つ
の
要
因
は
、
こ
の

直
系
家
族
志
向
に
対
す
る
意
識
変
革
を
抑
制
す
る
効
果
と
し
て
、
そ
の
意
昧
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
他
方

で
、
農
林
漁
業
・
非
農
林
漁
業
就
業
者
混
合
世
帯
の
み
が
、
複
数
の
世
代
の
同
居
を
現
実
的
に
可
能
に
し
て
い
た

と
も
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
経
済
ス
タ
イ
ル
の
消
滅
に
よ
り
、
日
本
で
は
竪
固
な
社
会
シ
ス
テ
ム

だ
と
理
解
さ
れ
て
き
た
家
シ
ス
テ
ム
も
完
全
に
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
産
業
化
や
都
市
化
に
伴
っ
て
、
直
系

家
族
シ
ス
テ
ム
が
変
容
も
し
く
は
存
在
し
な
か
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
り
、
家
族
規
範
に
基
づ
き
、
そ
の
シ
ス
テ

jM
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ム
が
存
続
し
て
き
た
と
い
う
議
論
も
こ
こ
に
来
て
見
直
し
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
。
夫
婦
家
族
志
向
の
鹿
児
島
県
始
良
町
モ
デ
ル

　
核
家
族
化
し
や
す
く
、
老
後
も
世
代
を
超
え
た
同
居
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
を
も
つ
鹿
児
島
県
に
つ
い
て
、
家

族
研
究
は
歴
史
学
、
農
業
経
営
学
、
家
族
社
会
学
の
三
つ
の
学
問
分
野
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
家
族
社
会

学
の
立
場
か
ら
は
内
藤
莞
爾
の
『
末
子
相
続
の
研
究
』
が
あ
る
。
内
藤
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県
の
家
族
は
、
隠
居

分
家
慣
行
と
末
子
相
続
、
土
地
の
分
割
相
続
の
慣
行
を
も
つ
。
長
子
相
続
が
長
男
と
い
う
続
柄
に
こ
だ
わ
り
、
こ

れ
を
規
範
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
末
子
相
続
に
は
規
範
化
さ
れ
た
続
柄
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
慣
行
で
は
、

も
と
も
と
出
生
に
基
づ
く
相
続
人
の
地
位
が
不
定
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
保
坂
恵
美
子
（
保
坂
、
一
九
九
七

年
、
一
七
〇
頁
）
に
よ
る
と
、
内
藤
は
、
鹿
児
島
県
の
隠
居
分
家
と
均
分
相
続
慣
行
と
い
う
文
化
構
造
の
も
と
に

お
い
て
、
末
子
相
続
が
生
み
出
さ
れ
る
過
程
を
家
族
周
期
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
分
析
し
て
お
り
、
内
藤
の
議

論
は
、
全
国
第
一
位
で
あ
る
鹿
児
島
県
の
高
齢
単
身
者
比
率
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
率
の
高
さ
を
説
明
す
る
た
め
の

有
力
な
分
析
視
角
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
保
坂
は
、
こ
の
よ
う
な
鹿
児
島
の
家
族
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
混
住
化
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
世
帯

の
調
査
を
実
施
し
た
。
高
齢
者
扶
養
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
を
、
鹿
児
島
県
の
隠
居
分
家
慣
行
と
末

子
相
続
の
慣
行
に
求
め
、
伝
統
的
家
族
の
親
子
関
係
、
相
続
、
扶
養
、
先
祖
供
養
な
ど
、
高
齢
者
扶
養
の
構
造
と

そ
の
変
容
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
調
査
目
的
と
し
た
。
混
住
化
地
域
と
は
、
農
家
と
非
農
家
が
混
在
し
、
農

j硲
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第ハ章　高齢社､会における世帯の地域性と高齢者扶養

村
と
都
市
の
社
会
関
係
が
併
存
し
て
い
る
地
域
社
会
を
さ
し
て
お
り
、
大
都
市
近
郊
地
帯
で
は
、
都
市
へ
の
通
勤

兼
業
が
可
能
な
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
若
年
人
口
の
流
出
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
や
す
く
、
伝

統
的
家
族
・
親
族
・
近
隣
関
係
を
温
存
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
分
析
対
象
と
し
て
選
択
さ
れ
た
。

　
混
住
化
地
域
と
し
て
調
査
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
鹿
児
島
市
に
隣
接
す
る
始
良
町
で
あ
る
。
姶
良
町
は
、
過
去

十
五
年
間
に
人
口
が
急
増
し
、
農
村
型
か
ら
都
市
型
へ
の
産
業
構
造
の
転
換
を
遂
げ
た
町
で
あ
る
。
保
坂
は
、
混

住
化
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
世
帯
を
類
型
化
し
、
そ
の
世
帯
類
型
ご
と
に
、
①
経
済
的
負
担
（
生
活
費
援
助
、
仕

送
り
等
）
、
②
緊
急
時
負
担
（
い
ざ
と
い
う
時
最
も
頼
れ
る
子
）
、
③
介
護
負
担
（
一
人
暮
ら
し
で
病
気
に
な
っ
た

時
の
世
話
）
、
④
先
祖
供
養
負
担
が
ど
の
子
に
集
中
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
分
散
す
る
の
か
を
、
⑤
相
続
関
係
と

絡
め
な
が
ら
検
討
を
行
っ
た
。
混
住
化
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
世
帯
を
、
同
居
と
別
居
に
分
け
て
み
る
と
、
九
六

例
中
三
一
例
（
三
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
同
居
、
残
り
の
六
五
例
（
六
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
別
居
世
帯
と
な
っ

て
い
る
。
同
居
の
内
訳
は
「
三
世
代
」
が
十
七
例
、
「
未
婚
子
と
の
同
居
」
が
十
四
例
、
別
居
の
内
訳
は
「
隠
居

別
居
」
が
十
七
例
、
「
夫
婦
の
み
」
三
一
例
、
「
単
身
」
十
七
例
と
な
っ
て
お
り
、
別
居
の
六
五
例
と
「
未
婚
子
と

の
同
居
」
十
四
例
を
合
わ
せ
て
、
高
齢
者
世
帯
の
ハ
割
あ
ま
り
が
、
夫
婦
を
基
本
単
位
と
す
る
家
族
で
あ
る
。
保

坂
の
事
例
分
祈
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　
三
世
代
同
居
世
帯
は
、
九
六
例
中
十
七
例
（
十
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
高
齢
者
世
帯
の
中
で
は
決
し
て
高

い
割
合
と
は
い
え
な
い
。
同
居
子
の
扶
養
負
担
と
相
続
関
係
を
見
る
と
、
子
ど
も
の
結
婚
以
来
の
継
続
的
同
居

や
、
別
居
の
途
中
か
ら
の
同
居
の
長
期
間
の
場
合
は
、
①
②
⑤
④
の
扶
養
負
担
が
同
居
子
に
あ
り
、
⑤
は
「
資
産

却7
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あ
り
」
の
世
帯
で
は
一
括
相
続
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
別
居
の
途
中
か
ら
の
同
居
の
短
期
間
同
居

の
場
合
、
①
②
⑤
④
は
同
居
子
に
あ
り
、
⑤
は
「
資
産
あ
り
」
の
世
帯
で
は
分
割
相
続
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
鹿
児
島
県
の
伝
統
家
族
の
扶
養
パ
タ
ー
ン
は
、
同
居
子
の
扶
養
負
担
と
相
続
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
、

と
し
て
い
る
。

　
未
婚
子
と
の
同
居
の
高
齢
者
扶
養
の
構
造
は
、
未
婚
子
に
扶
養
負
担
を
期
待
で
き
な
い
世
帯
が
多
く
、
①
②
③

④
の
扶
養
負
担
は
、
同
居
子
、
他
出
子
を
含
め
て
複
数
子
に
分
散
化
し
、
相
続
も
分
割
で
な
い
場
合
に
は
、
他
出

中
の
長
男
や
未
定
な
ど
の
暫
定
的
な
回
答
が
多
い
。

　
隠
居
別
居
世
帯
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
高
齢
者
が
母
屋
に
住
む
ケ
ー
ス
が
五
例
、
隠
居
家
に
住
む
ケ
ー
ス
が

十
二
例
と
な
っ
て
い
る
。
母
屋
に
住
む
五
例
の
生
活
責
任
は
、
い
ず
れ
も
高
齢
者
自
身
に
あ
り
、
こ
の
場
合
の
生

活
自
立
度
（
食
事
、
風
呂
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
費
負
担
、
里
帰
り
し
た
子
の
食
事
、
親
威
・
近
所
の
悔
や
み
事

な
ど
）
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
が
隠
居
家
に
住
む
十
二
例
の
う
ち
、
十
例
は
風
呂
の
み

母
屋
と
一
緒
、
他
は
す
べ
て
隠
居
家
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
親
戚
・
近
所
の
悔
や
み
事
で
は
、
十
二
例
が
隠
居
家

も
し
く
は
母
屋
と
隠
居
家
の
各
自
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
①
②
⑤
④
の
負
担
を
同
居
子
（
い
る
場
合
）
や
別
棟
居

住
子
の
負
担
と
し
な
が
ら
、
家
族
の
世
代
間
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
る
。
相
続
と
扶
養
の
関
係
は
、
単
数
相
続
子

二
人
息
子
や
他
出
子
が
非
相
続
の
末
子
な
ど
）
の
場
合
に
は
、
②
③
④
と
⑤
の
相
続
は
そ
の
子
に
集
中
す
る
が

（
六
例
中
四
例
）
、
複
数
相
続
子
の
場
合
に
は
、
①
②
③
④
の
扶
養
負
担
が
複
数
子
に
分
散
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

（
九
例
中
七
例
）
。

j昭
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高齢社会における世帯の地域性と高齢者扶養第ハ章

　
完
全
別
居
家
族
の
扶
養
・
相
続
パ
タ
ー
ン
は
、
複
数
男
子
と
の
近
接
居
住
と
均
分
分
割
相
続
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
高
齢
者
扶
養
の
構
造
に
も
、
複
数
子
へ
の
扶
養
負
担
の
分
散
化
や
未
定
・
不
明
・
非
扶
養
な
ど
、

ど
の
子
が
貴
任
者
か
分
か
ら
な
い
扶
養
構
造
が
多
く
な
る
。

　
保
坂
（
一
九
九
七
年
、
一
八
七
頁
）
に
よ
る
と
、
こ
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
鹿
児
島
の
伝
統
家
族
に
つ
い
て
、

ま
た
高
齢
者
扶
養
の
構
造
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
、
結
論
付
け
て
い
る
。

　
鹿
児
島
県
の
伝
統
家
族
の
特
徴
は
、
①
複
数
子
と
親
と
の
近
隣
居
住
、
②
別
居
原
則
（
隠
居
別
居
も
含
む
）
、

③
均
分
相
続
と
整
理
さ
れ
る
。
こ
の
別
居
家
族
を
支
え
る
の
が
、
④
密
度
の
濃
い
親
族
・
近
隣
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
。
別
居
原
則
か
ら
母
屋
に
は
母
屋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
隠
居
家
に
は
隠
居
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
社
会
関
係
が
老
夫
婦
の
み
の
世
帯
や
老
後
の
一
人
暮
ら
し
を
支
え
る
背
景
で
あ
っ
た
が
、
戦
前
か
ら
の

出
稼
ぎ
者
の
増
大
、
戦
後
の
都
市
化
と
地
域
社
会
の
変
動
・
混
住
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
鹿
児
島
県
、
正
確
に

は
姶
良
町
モ
デ
ル
は
崩
れ
、
脱
土
着
型
の
都
市
家
族
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
家
族
は
①
と
④
の
欠
落
度
を

深
め
な
が
ら
、
②
と
③
の
慣
行
を
維
持
し
て
い
る
た
め
、
高
齢
者
扶
養
の
機
能
が
著
し
く
弱
い
家
族
が
生
み
出
さ

れ
て
い
る
。

　
高
齢
者
扶
養
に
つ
い
て
は
、
三
世
代
同
居
世
帯
の
場
合
に
は
、
同
居
子
以
外
に
相
続
子
の
い
な
い
世
帯
が
多
い

こ
と
か
ら
、
①
経
済
、
②
緊
急
時
、
③
介
護
、
④
先
祖
供
養
の
負
担
が
同
居
子
に
集
中
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
複
数
相
続
子
の
い
る
未
婚
子
と
の
同
居
世
帯
や
隠
居
別
居
、
完
全
別
居
世
帯
の
場
合
は
、
①
②

③
④
の
扶
養
負
担
が
、
他
出
子
を
含
め
た
複
数
子
へ
と
分
散
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鹿
児
島
県
の
高

j砂
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齢
者
扶
養
の
構
造
は
同
居
か
別
居
か
と
い
う
条
件
よ
り
も
、
相
続
子
が
単
数
か
複
数
か
と
い
う
条
件
に
規
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
構
造
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
鹿
児
島
県
始
良
町
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
、
各
地
域
の
文
化
的
要
因
や
家
族
規
範
に
基
づ
い
て
、
高
齢
者
の

扶
養
形
態
が
決
ま
る
と
い
う
よ
り
も
、
親
子
の
同
居
や
別
居
を
決
定
す
る
要
素
の
違
い
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
章
で
示
し
た
山
形
県
旧
黒
川
村
宝
谷
モ
デ
ル
も
鹿
児
島
県
始
良
町

モ
デ
ル
も
、
構
造
特
性
と
し
て
は
ど
の
地
域
に
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
地
域
性
の
違
い
と
し
て
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
な
ぜ
あ
る
地
域
で
は
支
配
的
な
モ
デ
ル
に
な
っ
て
、
あ
る
地
域
で
は

そ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
四
。
ま
と
め
に
代
え
て

　
様
々
な
文
獣
や
デ
ー
タ
か
ら
、
日
本
の
家
族
構
造
に
お
い
て
も
「
多
様
性
」
や
「
地
域
性
」
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
三
世
代
世
帯
を
基
盤
と
す
る
「
直
系
家
族
制
」
、
夫
婦
家
族
を
基
と
す
る
「
夫
婦
家
族
制
」
を
見

て
も
、
そ
れ
は
過
疎
地
の
家
族
、
都
市
の
家
族
に
見
ら
れ
る
違
い
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
に
高
齢
化
の
進
ん
で
い

る
地
域
で
も
、
家
族
構
造
に
地
域
性
が
存
在
し
て
い
る
。
問
題
は
一
定
の
世
帯
構
成
モ
デ
ル
が
支
配
的
な
地
域
と

そ
う
で
は
な
い
地
域
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
農
林
水
産
業
人
口
の
激
減
と
い
う
新
た
な
経
済

構
造
の
変
化
は
、
江
戸
時
代
以
来
存
続
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
長
期
的
持
続
性
を
有
し
た
地
域
的

家
族
シ
ス
テ
ム
は
瞬
く
間
に
変
容
を
迎
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

j却
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第ハ章　高齢社会における世帯の地域性と高齢者扶養

　
老
人
を
め
ぐ
る
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
は
生
活
基
盤
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
た
だ
、
高
齢
者
対
策
に
お

い
て
注
意
が
必
要
な
の
は
、
同
一
行
政
単
位
に
お
い
て
も
、
対
象
と
さ
れ
る
家
族
は
同
質
的
な
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
有
し
て
い
な
く
、
個
々
の
家
族
間
で
も
違
い
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ

け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
つ
ま
り
「
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
あ
り
方
に
焦
点
を

絞
っ
て
さ
ら
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
的
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
旧
来
か
ら
主
張
さ
れ
て
来
た
よ
う
な
日
本
の

家
族
の
地
域
性
理
解
で
は
と
て
も
把
握
で
き
な
い
現
象
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
一
般
に
日
本
の
家
族
シ
ス
テ
ム
は
単
一
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
間

違
っ
て
い
る
。
行
政
に
よ
る
高
齢
社
会
へ
の
適
切
な
対
応
の
た
め
に
は
、
個
々
の
家
族
の
経
済
基
盤
と
信
頼
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。
も
は
や
、
明
確
な

家
族
規
範
や
家
族
経
営
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
世
帯
構
成
が
決
定
さ
れ
る
時
代
で
は
な
い
。

　
今
後
の
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
、
高
齢
者
扶
養
と
福
祉
に
関
し
て
、
各
地
域
に
お
け
る
政
策
提
言
が
行
わ
れ
る

場
合
、
各
地
域
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
住
民
と
の
き
め
細
か
な
対
話
の
中
で
政
策
決
定
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
高
齢
者
扶
養
の
問
題
は
、
個
別
の
家
族
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
社
会
の
問

題
で
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
社
会
的
・
文
化
的
な
特
性
と
の
関
わ
り
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
、
生
活
慣

習
、
意
識
、
価
値
観
を
重
視
し
、
家
族
や
親
族
に
よ
る
扶
養
そ
し
て
信
頼
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
に
な
し
え
る
か
、
住
民
自
身
は
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
な
し
う
る
か
を
踏
ま
え
た
上
で
、

公
的
行
政
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
あ
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
策
決

lll
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定
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
住
民
参
加
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
を
こ
こ
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
が
、
も
は
や
単
純
な
住
民
の
意
識
調
査
に
よ
っ
て
、
住
民
の
意
向
を
吸
い
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な

く
、
政
策
決
定
・
実
行
・
見
直
し
の
全
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
住
民
と
行
政
と
の
協
力
体
制
が
、
高
齢
者
対
策
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

清
水
浩
昭
「
人
口
高
齢
化
と
家
族
」
木
下
太
志
・
浜
野
潔
編
『
人
類
史
の
な
か
の
人
口
と
家
族
』
晃
洋
書
房
、

　
二
〇
〇
三
年

清
水
浩
昭
『
高
齢
化
社
会
と
家
族
構
造
の
地
域
性
一
人
口
変
動
と
文
化
伝
統
を
め
ぐ
っ
て
こ
時
潮
社
、

　
一
九
九
二
年

清
水
浩
昭
「
世
帯
統
計
か
ら
み
た
家
族
構
造
－
日
本
の
全
体
状
況
と
地
域
性
－
」
熊
谷
文
江
編
『
日
本
の
家
族
と

　
地
域
性
（
上
）
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年

藤
井
廣
美
「
三
世
代
同
居
（
直
系
家
族
）
志
向
と
そ
の
要
因
－
山
形
県
束
田
川
郡
櫛
引
町
を
中
心
と
し
て
□
熊

　
谷
文
江
編
『
日
本
の
家
族
と
地
域
性
（
上
）
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年

保
坂
恵
美
子
「
鹿
児
島
県
の
家
族
と
高
齢
者
扶
養
の
構
造
」
熊
谷
文
江
編
『
日
本
の
家
族
と
地
域
性
（
下
）
』
ミ

　
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年

H2

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14



